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　Abstract : Kurume Ochiai Ｈ type variety was used to investigate the effect of ethrel applica･

tion on the femaleness and its subsequent fruit growth.

　1. Ethrel solutions at concns of ０，50, 100 and 200 ppm were applied to the seedlings of 2･

leaf stage on Nov. ８ and some of them treated with　100 ppm were repeated with 100 ppm at

4-leaf stage. Corresponding with the concns of ethrel solution used, the female flower formation

was more promoted and twice applications strengthened its effect more longer･

　2. The effect of ethrel foliage application at 0，100, 200, and 300 ppm at 2-leaf stage on the

growth of seedlings grown under different nitrogen dressing was investigated. These seedlings

were transplanted in vinyl house without side film on Sept 30 and were grown to investigate

the early yield in the range of Oct. 25 to Nov. 20.

　The growth of seedlings grown under light nitrogen was inhibited with an increase in ethrel

concn, while these growth grown under heavy nitrogen was promoted and was recovered to

that of untreated seedlings under light nitrogen･

　up t0 200 ppm ethrel application promoted femaleness on main stem, but at 300 ppm female-

ness was more or less reduced. These tendency was more remarkable on seedlings grown under

heavy nitorogen. ０ｎ the other　hand, femaleness on lateral branches was not affected in both

plants under light and heavy nitorogen･

　The development of lateral branches was promoted by heavy nitrogen application. but ethrel

foliage application inhibited it.

　Accordingly fruit weight on main stem increased remarkably, but that on 】ateralbranches

was reduced on the contrary･

　3. To investigate the effect of ethrel foliage application on the yield, ethrel solution at 200

ppm was sprayed on　the 2-leaf stage seedlings under different nitrogen and phosphate on

Oct. 12 and these seedlings were transplanted in vinyl house on Oct. 20.

　It was shown that the ethrel application increased the yield and this tendency was strengthened

by an increase in nitrogen and phosphate.

　4. From these results, it may be concluded that ethrel application promoted femaleness. but

vigorous growth was necessary for high yield with nitrogen and phosphate applications.

緒 言

　すでにウリ類の雌花誘起にエチレンが有効で，エチレンを発生するエスレル散布によって数多く

確かめられている1-16)。しかしその後の発育，すなわち果実肥大，さらには収量に及ぼす影響につ

いては供試品種によって，あるいは散布時期及び濃度によって一定の傾向か報告されていない6･7･9･

11)〇　　　　　　　　　　　　　　　　。

　一方現地のキュウリ抑制栽培では雌花形成に不適な長日高温期には種，育苗されるため，雌花確

保のためエスレル散布が利用されているか，雌花数の増加と収量との関係などについて未だ明らか
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でないように思われる。

　エチレンは成熟ホルモン17)として知られ，老化を招来することが報告されていることを考慮し，

肥培管理を異にする育苗の苗にエスレル散布を行なって，どういう使用方法を行なえばよいかを検

討したので報告する次第である。

実　験　方　法

　品種は久留米落合Ｈ型キュウリを供試し，次の３実験を行なった。

　第１実験：雌花形成に及ぼすエスレル濃度並びに散布回数の影響を見るために，土とピートを２

対１の割合で混合した床土に，苦土石灰200 kg/lOa, ＣＤＵでn; ｐ， Ｋ各20 kg/lOa を施用し

て12 cm ポリポットにつめ，発芽種子をまいて育苗を行なった。11月８日にエスレルを0, 50,

100, 200 ppm の濃度で散布するとともに，一部は12月３日にさらに100 ppm を繰り返し散布し

た。散布時に展着剤を加えて散布した。そうして開花結実をまって各区４株ずつ調査を行なった。

　第２実験：チッソ施肥量を異にする苗に対するエスレル散布の影響を見るために，第１実験同様

に床土に苦土石灰, CDUを混用するとともに一部にさらに硝安を20kg/10a加えて多チッソ区と

した。９月17日の２葉期にエスレルを0, 100, 200, 300 ppm の濃度で全面散布を行ない，９月;

30日にうね巾1.3m,株間35 cm の２条千鳥植えにした。

　本ぽの元肥にはＣＤＵでN, P, K各20 kg/lOa, 苦土石灰150 kg/lOa, オガクズ堆肥2 t/lOa

を施用した。収穫は10月25日より１１月20日まで行ない，その後株を抜き取って調査をした。

　第３実験：施肥量を異にする苗の収量に及ぼすエスレル散布の影響を調査するため，９月14日に

下記のような施肥量の異なる床土に発芽種子をまき，育苗を行なって10月20日に本ぽに定植した。

　少チッソ少リンサン区（標準区）；ＣＤＵでN, P, K各5 kg/10aとした（略して5－5－5）。

　少チッソ多リンサン区；標準区に苦土重焼リソでリ･ンサンを15 kg/lOa 加用し, N, P, Kを

5-20-5とした。

　中チッソ少リンサン区；標準区の外に硝安5 kg/lOa を加私Ｎ．，Ｐ， Ｋを10-5-5とした・

　中チッソ中リンサン区；標準区の外に硝安5 kg/lOa, 苦土重焼リン5 kg/lOa を加え, N, P

Ｋを10-10-5とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀

　中チッソ多リンサン区；標準区に硝安5 kg, 苦土電焼リン15㎏/10aを加用心, N, P, Kを

10-20-5とした。

　なお各床土には苦土石灰を150 kg/lOa 施用した。

　各区６株供試した。エスレル散布は10月12日の２葉期に200ppmで全面散布した。

　また本ぽの元肥はＣＤＵでN, P, K各20 kg/lOa, 苦土石灰150 kg/lOa 施用した。

　収穫は11月27日より始まり，１月10日まで行なった。

　うね巾，株間は第２実験と同様で，栽培中かん水時液肥を加えて追肥を行ない，生育の万会を期

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　･果

　1.雌花形成に及ぼすエスレル散布濃度の影響

　エステル散布によって雌花形成が促進されているが, Fig. 1にみられるとおり，雌花形成率は

散布濃度が高いほど高く, 200 ppm 散布では100パーセントの雌花形成が見られた。散布濃度が低

い場合持続効果も短く，影響をうける節数は７節前後であるのに対し, 200 ppm では約10節前後と

影響をうける節数も増加していた。
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　散布回数を増加させると, Fig.2にみられるように雌花形成を高める節数が長く持続されてい

る結果が見られた。

　2.チッソ施肥量を異にする苗の生育に及ぼすエスレル散布の影響

　Table l に見られるように，少チッソ区ではエスレル散布によって生育が抑制され，散布濃度

が高いほどその抑制は著しくなった。これに対し，多チッソ区では少チッソ区にくらべ，無散布で

生育が抑制されているが，エスレル散布によって無散布より草丈，葉重，茎重，根重，葉面積が著

しく増加し，少チッソ区の無散布の状態にまで回復していた。
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Table １･ Ｅｆｆｅｃt ｏｆ ｅtｈｒel alやlicatｉｏｎ ｏｎ tｈｅ ｇｒoTｕｕtｈ ｏｆ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ ｇｒｏＴｏｎ ｕｎｄｅｒ

　　　ｄｉｆｆｅｒ･ｅｎt nitｒｏｇｅｎ ｓｕ夕plｙ

　３．チッソ施肥量を異にする苗の雌花形成に及ぼすエステル散布の影響

　第１実験と同様にエスレル散布によって雌花形成は促進されていた(Fig. 3)。　しかし散布濃度

が高くなるにつれて雌花形成は抑制されるようで，多チッソ区では少チッソ区より一層顕著となっ

ていた。すなわちチッソが効いているときエチレン効果が発揮されにくい傾向がみられた。

　４．チッソ施肥量を異にする苗の側枝の発生並びに’収量に及ぼすエスレル散布の影響

　Table 2 によれば，側枝の発生はチッソが多いほどやや多く見られるが，エスレル散布によっ

て抑制される傾向がみられた。しかし側枝の雌花形成はあまり影響されないように思われた。

　　　　　Tab＼e l. Ｅｆｆｅｃtｏｆ ｅtKｒel　ａｐｐｌｉｃａtｉｏｎ　ｏｎ　ｔｈｅｆｒｕit ｇｒｏｘｏｔ･ｈｏｆ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓｇｒｏｗれ

　　　　　　　　ｕｎｄｅｒ diffeｒｅｎt nitｒｏｇｅｎ ｓｉｉｐｂり　　　　　　　　　　　(Per plant)

　N

kg/10a

Ethrel spray

　N0.

　　0f
lateral

bran-
　ches

　First
female

flower

　node

　　No.
of

female flower

　nodes
on

　main
stem

　(on lateral
　　branches)

No. of fruits　　　　harvested* fruitweight g*

Main Lateral

stem bran-　Total
　　　　　、ches

Main Lateral

stem bran-　Total
　　　　ches

20

Unsprayed 5.0 13.0 2.0(7.0) -　　-　　- -　　-　　-

　　　　　100 ppm

Sprayed 200 ppm

　　　　　300 PPm

4.7

5,3

5.0

4.2

3.6

4.6

5.2(8.5)

6.3(9.3)

5.0(6.3)

4.7　　1.7　　6,4

5.0　, 1.3　　6.3

4.3　　1.3　　5.6

439　　153　　592

423　　120　　543

332　　130　　462

40

Unsprayed 6.6 14.0 1.0(8.0) 1.0　　2.0　　3.0 93　　205　　298

　　　　　100 ppm

Sprayed 200 ppm

　　　　　300 ppm

5.7

6.0

5.7

4.2

4.0

4.0

6.7(8.2)

6.3(8.3)

4.3(7.5)

5.5　　1,0　　6.5

5.6・1.3　6.9

4.0　　2.2　　6.2

495　　80　　575

538　　108　　646

334　　229　　563

* They were infected with TMV
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　　収穫果について見ると，エスレル散布によって主枝上の果実重は増加するか，側枝上の果数重は

Ｆ減少する傾向が見られた。

　　また主枝上の果実が少ない場合側枝の果実発育は良好のようで，主枝と側枝の間で栄養分の争奪

　が見られた。　すなわち，主枝の果実の発育が側枝の果実のそれより優先されているように思われ

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　5.施肥量を異にする苗の雌花形成に及ぼすエスレル散布の影響

　　施肥ｌを異にする苗にエスレル200 ppm を散布した結果はTable 3 のとおりで，チッソが少

　ない場合主枝及び側枝の雌花率が35パーセント，53パーセントであるか，リンサンが増加すると側

　枝の雌花率が低下する。5-20-5区で37パーセントとなっている。　チッソが増加すると主枝，側

　枝とも雌花率が不良で著しく少ない。これに対し，リンサンか増加するにつれて主枝及び側枝の雌

　花率が向上していた。したがって雌花形成に対してチッソのみ，あるいはリンサンのみ増加させる

　ことはあまり有効でなく，チッソ増加させたときリンザソも増加させると主枝，側枝の雌花率を高

　め，チッソの雌花形成の阻害条件を除去するように思われる。これちにエスレルを散布すると，主

　枝の雌花形成を高めているが，側枝のそれは逆に低下する傾向か見られた。

Table ３、Ｅｆｆｅｃt ｏｆ ｅtﾉｉｒｅｌ ａｐｐｌｉｃａti。ｎ ｏｎ theμｔｎａｌｅｎｅｓｓ。ｎ ｍａｉｎ ｓtｅｍ ａｎｄ ｌａtｅｒal

　　　bｒａｎｃｈｅｓ ｏｆ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ ｇｒｏ＾むｎ　ｕｎｄｅｒ ｄｉｊｆｅｒｅｎt ｎttｒｏｇｅれａｎｄ　ｐﾉioｓｆｃｈａtｅ

Fertilizers
Ethrel
Spray

Percentage female flower nodes with serial leaf node
　　{% female flower nodes on lateral branches) 　　Av.　percentage

female flower
　　nodeＮ一P-K １～５ 6～10 11～15 16～20 21～25

５－５－５
Unsprayed

Sprayed

18 (55)

37 (10)

20（60）

87 (53)

35 (70)

63（o）ヽ

35 (40)

87（O）

70（20）

50（O）

35 (53)

64 (12)

5－20－5
Unsprayed

Sprayed

17 (37)

27 (30)

17（80）

77 (14)

47 (53)

53 (13)

23 (17)

53｀（3）

47（O）

40（O）

30（37）

50 (12)

10－5－5
Unspray

Sprayed

10 (17)

30（7）

27 (23)

77 (37)

3 (43)

30（20）

13 ( 3)

50 (27)

17（o）

52 ( 3)

14 (17)

48（18）

10－10－ 5
Unspray

Sprayed

17 (23)

30 (37)

30（33）

73 (23)

40（40）

37 （37）

40 (23)

57 (23)

40（3）

53（o）

33 (24)

45 (24)

10－20－ 5
Unspray

Sprayed

10（40）

33（30）

23 (43)

80 (37)

50 (77)

47 (14)

33 (13)

53 (27)

43（O）

47（O）

32 (34)

46 (21)

　6.施肥i1を異にする苗の収量に及ぼすエスレル散布の影響

　Fig. 4のとおりで，エスレル散布によって側枝の収・は少ないが，主枝の収量が多く，全体と

して収量が増加する傾向か認められた。施肥量が少い場合よりチッソ，リンサンの多い場合に収量

がより増加する傾向か見られた。
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Fig. 4. Effect of ethrel application on the yield of seedlings

　　　　grown under different nitrogen and phosphate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察

　エスレル散布によって雌花形成を誘起することはすでに報告されている結果l-lG)と一致してい

る。

　ただエスレル濃度が300 ppm になると雌花形成が抑制されることはFig. 3のとおりで，チッ

ソの多い状態では一層抑制されている。

　したがって雌花形成にはあるエチレンレベルかあって低くすぎても，また高すぎても効果が低下

するように思われる。この点ジベレリンを雄花誘起物質18'と考えるならば，エチレンを雌花誘起物

質と考える上で多少の疑問を与えるものである。しかしあるレベルか維持されていれば雌花形成は

持続されるわけで，連続散布を行えばFig. 2のように長期に雌花誘起が期待される。

　エスレルの効果は極めて直接的で，しかも速効的である。第２葉期散布で第４節以上の節に雌花

の増加がみられている。藤枝19)によれば第２葉期展開時第３節までの花の性は決定されているか，

第４節以上の花の性は未決定である。したがってエスレルの雌花誘起は未決定の花を雌花化するの

に有効であって，倉田7'が示しているように花弁初生前後の花が変化するものであろう。

　キュウリの雌花形成は短日植物の花成と同様に短日低温の剌機をうけてFlorigen様物質が関与

していると考えられている2o･21)。しかしエスレル散布では短日植物の花成を誘起することはできな

いので22)エチレンかFlorigen様物質であるとは考えにくい。雌花誘起阻害物質の除去に関与し

ているか，あるいは雌花誘起ホルモンを活性化するものであろうと思われる。

　エスレル散布による雌花形成の促進かチッソの少ない状態で著しく，チッソの多い状態で阻害さ
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れている(Fig. 3)。これから見ると，Ｃ-Ｎ率のＣの多い場合雌花形成か行なわれ易く，Ｎの多い

場合に雌花が形成されにくいことを示している。第３表の結果はこれを裏付けている。ただエスレ

ルの効果は主茎上の花の性のみに著しい影響を与えているが。側枝のそれには影響がみられない。

主茎上に雌花が多く形成されると側枝が発生しにくいことは伊東ら”'が示したとおりで，抑制栽培

の収量構成からみて問題を含んでいる。主茎上に無理にエズ｡レルで雌花形成させて結果させても側

枝の発生が不良であったり，たとい発生しても側枝に雌花かよく着生していなければ収量増となら

ないケースもみられるわけで，これが現地でもエスレル散布によって増収になったり，減収になっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●。　　　　　　　　　１　　　　ミたりするのであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　白卜

　Fig. 4に見られるようにチッソとリンサンを効かせて育苗しレヱスレルを散布する方法が，主

茎上の雌花もある程度確保でき，側枝の発生も促すこともできて√全体として収量増になるものと

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜Ｊ

　エチレンの生理作用の一つは側枝の伸長促進2oがあるか≠よツの少ない場合は側枝の伸長は抑

制されてしまう。反対にチッソが多い場合には側枝の発生か多く，根からのサイトカイニソホルモ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　.　　　yj　●ンの供給増25-26)によるものと思われる。　多チッソ下ではエスレル散布によって主茎上でも雌花が

形成されにくいのはサイトカイニンホルモンによってエチレン発生か阻害されるためかも知れない

が21)多チッソ下のエスレル散布による生育促進を説明することかできない。逆にBankoら28'が

報告するようにエスレル散布によって体内サイトカイ土ンレベルか低下するとすれば多チッソ下の

側枝の発生が抑制され，それに伴って主茎の伸長が促岑れると考えられ苓のでヽ多チッソ下のキュ

ウリの生育かエスレル散布濃度に応じて回復している/事実を廿イトカイニンレペルの低下によると

理解した方がよいように思われる。　　　　　　　　'犬　　・‥

　一方エスレル散布によって茎の伸長を促進するジベレリンレベルを低下させ，伸長抑制を招くア

ブシジン酸レベルを増加させるという報告29'もあるので，吟お≒層の研究が必要と思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　久留米落合Ｈ型品種を供試し，３実験を行って次の結果を得た。’

　１．雌花形成に及ぼすエスレル濃度並びに散布回数の影響をみるために，11月８日に２葉苗に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　’　　　　¶　　　　　　　・　0, 50, 100, 200 ppm のエスレルを展着剤加用で散布する･゛とともに100 ppm 散布区の一部にさ

　らに４葉期に100 ppm をもう一度散布を繰返した。その結果濃度が高まるにつれて雌花形成が促

　進され，４節から約10節前後雌花節がみられた。繰返し散布によって雌花発現は継続された。

　2.チッソ施肥ｍを異にする苗に対する耳スレル散布の影響をみるために，９月17日の２葉期に

,エスレルを0, 100, 200, 300ppmの濃度で全面散布を行なったｽ。 ･9月30日に本ぽにうね巾1.3m,

株間35 cmの２条千鳥植えにして生育せしめ，IQ月25珀からＵ月20日までの初期収量についても

調査した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　二

　なお育苗期の少チッソ区は各N, P, K各20 kg/ioa で，多チッソ区はN 40 kg/lOa, P, K

各20kg/10aにした。また本ぽはN, P, K各20kg/10a ･･である1．

　定植時の苗の大きさは，少チッソ区ではエスレル散布濃度か高いほど抑制されたか，多チッソ区

では，散布濃度か高いほど生育が促進され，少チッソの無散布株と同｡じまで回復していた。

　雌花形成についてみると，エスレル200ppmまでは主茎上の節に雌花がよく形成されたか, 300

ppmではやや低下していた。多チッソ区ではこの傾向が著しく, 300 ppm散布区では約50パーセ

ントの雌花率であった。　　　　　　　　　　　　　　lj　.　d.｡　｜　』

　側枝の雌花形成についてはほとんどエスレル散布の影響はみられなかった。

　側枝の発生はチッソが多いとやや多くなる傾向がみられたか，エネ･レ冲散布によって抑制される
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傾向がみられた。

　収穫果についてみると，エスレル散布によって主枝上の果実重は増加していたが，側枝上の果実

重は減少する傾向がみられた。

　また主枝上の果実が少ない場合側枝の果実発育は良好のようで，主枝と側枝との間で同化養分の

争奪がみられた。

　3.施肥量を異にする苗の雌花形成並びに収量に及ぼすエスレル200 ppm 散布の影響につい

て，９月14日に施肥量の異なる床土には種し，10月12日の２葉期に散布し，20日にビニールハウス

内に定植し，11月27日より収穫を始め，１月10日まで行なった。

　その結果施肥量が少ない場合収ｍは上らないが，チッソ，リンサンの増加とともに増加し，エス

レル散布によってさらに増加する傾向がみられた。

　4.以上の結果からエスレルを利用する場合チッソ，リンサンを効かせておいて全面散布すれば

収量が増加するものと思われる。
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